
岡山県高等学校教育研究会学校図書館部会 

岡山県高等学校図書館ネットワーク研究委員会（平成 29年度第 2回） 

 

日 時：平成 30年１月 17日（水）13:30～16:30 

場 所：倉敷工業高等学校 司書室 

参加人数：9名(赤澤、畝岡、加茂、久戸瀬、近藤、 

住友、二部野、平松、吉岡） 欠席（坂口、田中） 

             司 会：久戸瀬      記 録：住友 

 

１ 開会 

 

２ 報告・協議 

（１）今年度の活動報告について（久戸瀬） 

 ・１／２４の研究協議会で活動報告を行う。例年と異なる点である、教員の委員を委

嘱したこと、システム検討会、学校図書館活用教育検討会の立ち上げと活動状況など

についても報告する。以降の協議の内容も適宜報告する。 

 

（２）でーれーＢＯＯＫＳ２０１８について（久戸瀬） 

・今後のスケジュール確認 

２／１５ に２次投票〆切、３／１７～紀伊國屋、幸町図書館コーナー展示 

４／１～県立図書館コーナー展示 

  ・アンケートの実施について今年度はどうするか。 

   →項目を少し変更する形で実施してはどうか。 

・福武教育文化振興財団の助成金を申請してはどうか。 

チラシ・ポスター・リーフレットの作成の他、著者講演会などが考えられる。 

→今年度の申請は急なので、印刷費のみにするなど担当者に負担がかかりすぎない

程度の内容で申請してはどうか。 

→担当者と後日再検討。 

 

（３）高等学校図書館間サポート事業について（住友） 

 ・年度末アンケートの内容とその後のスケジュールについて確認。 

 ・美作組み合わせ案について確認。 

 

 （４）県立図書館から（近藤） 

  ・横断検索のシステムの不具合については現在対応中。対応が済み次第再度連絡。 

  ・異動で学校支援システムのＩＤとパスワードが分からなくなったという問い合わせ



があるので、引き継ぎについて再確認をお願いしたい。 

  ・学校セットの組み替えや物流面については次年度も引き続き行っていく。 

・年度内に相互貸借などについてのアンケートを実施予定。 

 

 （５）合同司書部会について（二部野） 

   平成３０年度（第１回） … ４／２４（火）県立図書館 

    （研修Ａ）初任研 

美作担当予定だったが、順番を入れ替え備中が担当する。 

今後のローテーションについては異動や配置を踏まえて再検討する。 

    （研修Ｂ）協議 

システム統一や図書館活用教育、ネット研のあり方についてなど、協

議事項が多いため、研修Ｂの時間はそれらの話し合いに充てる。 

グループに分かれて話し合った後、全体に発表する形を取る。 

    （全体研修）サポート校を基本にしたグループに分かれてのものづくり 

サポート校に分かれての話し合いの時間が足りないことが多いので、 

         全体研修からサポート校で分かれて作業する。 

         話し合いの時間も全体研修後に別途設ける。 

     

（６）学校図書館システム検討会について（久戸瀬） 

  ・県立学校のシステム一括採用が実現したとしても早くてＨ３１年度の実施となる。 

予算化するのに必要な情報を得るため、各校あての調査を実施する。 

   正式な調査については事務局に担当者として任命してもらう必要がある。 

  ・システムの更新や入替を検討している学校については、Ｈ３１年度まで保つようで

あれば現行のシステムをそのまま使ってもらうのが望ましいが、不具合等でやむを

得ない場合は各自の判断で行ってもらう。 

 

（７）学校図書館活用教育検討会について（久戸瀬） 

  ・アンケートを実施し、どのような活用がされているのか教科ごとに整理する。いく

つかの事例をピックアップし、事例集としてまとめる。 

  ・アンケートについては、１／２４の学校図書館部会研究協議会で先生方にも協力を

お願いし、文書とＭＬで依頼する。文書から３週間程度後を〆切とする。 

 

（８）ネットワーク研究委員会のあり方について（久戸瀬） 

 ・ネット研の活動および規約の見直しについて、次年度の第１回役員会で案を出す。 

 ・原案として、司書全体の意見調整や合同司書部会運営などの役割はネット研から外

し、支部司書部会役員やＳＬＡ理事などとの役割分担を調整した上で、三支部の連絡



組織を設け、そちらに責任を移すことを提案する。サポート校やでーれーなどの現行

の事業の分担も検討して、ＭＬであらかじめ提案し、来年の合同司書部会で協議する。 

  ・ネット研の教員の委員については、次年度は広く参画を呼びかける。１／２４の学

校図書館部会研究協議会で公募の予告を行う。次年度に候補を募り、総会で決定する。 

 

 

３ その他 

（１）県のネットワーク分離への対応について（久戸瀬） 

   今のところ大きな問題は起きていないが、システム運用について不安の声もある。 

 

（２）高校ビブリオバトル岡山県大会の実施について（久戸瀬・畝岡） 

   これまで有志で運営してきたが、他の自治体では県教委や高教研の行事になってい

るところもある。 →高教研や県の公式行事にしてもらえるよう要望する。 

 

（３）学校基本情報アンケートについて（二部野） 

   授業利用の時間数だけでなく、内容についてより詳しく記入するようにしては？と

いう声を聞いている。みんなが記入すると参考資料になる。時間数と内容欄を別にす

るなどしてはどうか。 

 

 

４ 閉会 

 


